
幕末土佐の芝居絵師・金蔵

（通称・絵金）。彼は土佐

各地の祭礼に多くの芝居絵

屏風を残しました。絵金蔵

は、平成17年２月、赤岡の

地に残る23点の芝居絵屏風

を収蔵・保存するために作

られた施設です。

絵金蔵の三つの使命
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     　【 絵 金 蔵 】

開館時間　
　午前9時～午後5時
　（入館は午後4時半まで）

観覧料
　大人500円、高校生300円
　小・中学生150円
　（15名以上の団体は各50円引き）

休館日
　毎週月曜日
　（月曜が祝日の場合は火曜）

　 12月29日～1月3日

絵金蔵
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よもやま話に花が咲く。えきんぐらがお届けする小ネタ袋。

蔵 通 信

土佐香美農業協同組合　赤岡支所

普通口座　０００６１０１

赤岡絵金屏風保存会　会長　武市徹
（アカオカエキンビョウブホゾンカイ　カイチョウ　タケチトオル）

　　絵金屏風修復・保存活動へ
      　―ご寄附のお願い―

　赤岡に残る絵金の屏風絵23 点は、幕末より祭礼文化と

ともに地域の所蔵家の手によって伝えられてきました。

平成17年からは絵金蔵の収蔵庫に保管されていますが、

約150 年の時を経て、絵の具の剥落を中心とする傷みが

あちこちに見られるようになっています。

　現在、赤岡では従来それぞれ活動していた4地区と個

人の所蔵家がひとつになり「赤岡絵金屏風保存会」を立

ち上げ、絵金蔵運営委員会とともに屏風絵とそれを飾る

祭礼文化をより長く後世に伝えていくためのさまざまな

活動を行っています。

　どうか、赤岡の絵金屏風の修復・保存とそのための活

動に、皆さまのご支援を賜りますようお願い申し上げます。                          

赤岡絵金屏風保存会・ 絵金蔵運営委員会　          

第
二
十
話　
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定期購読できます！
蔵通信は定期購読可能です。ご希望の方は絵金蔵までお申し込み下さいませ。

℡/fax　0887-57-7117
Email ekingura@mxi.netwave.or.jp

◇ 年 4回発行
◇ 1 年分ごとに更新していただきます。
◇ 要送料 320 円 （お申込みの際、 振込先をお知らせします。）

2010.2

鳩山首相来訪

　去る 2 月 27 日、地方の実情を視察するため、首相就任

後初めて来高した鳩山首相が香南市を訪れ、赤岡成果市場

や絵金蔵、弁天座、赤岡の商店街などを廻りました。弁天

座では赤岡の名物おばばだった故・横矢登志さんと首相

そっくりの人形がお出迎え。商店街ではたくさんの人に囲

まれながら雑貨店「おっこう屋」で渡された鳩笛を吹き、

赤岡パワーを肌で感じられたご様子でした。

　「地方を巡り、厳しい経済状況のなかで頑張っている姿

を拝見した。…本当に地域の皆さんが幸せになれる施策に

取り組んでいく。」― 訪問を終えた首相の言葉です。
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「絵金を核としたまちづくり支援

事業」 開始

絵金蔵建設に向けて、 住民参

加のワークショップ開始

絵金蔵建設工事始まる

絵金蔵展示基本計画策定

絵金蔵の展示 ・ 運営体制につ

いての話し合い

絵金蔵完成

絵金蔵指定管理者募集
―町の直営の計画であったが、　

　指定管理者を置くことに決定。　　

　まちづくりのワークショップを続け　

　てきたメンバーを中心に 「絵金　　

　蔵運営委員会」 を発足、 応募　

　する。

「絵金蔵運営委員会」 が指定

管理者となる。

絵金蔵オープン

香南市より指定管理を受ける。

（2 度目）

香南市より指定管理を受ける。

（3 度目）

平成  9 年～

平成 15 年  4 月

            10 月
            11 月
             4 月～

平成 16 年10 月
            11 月

            12 月

平成 17 年  2 月
平成 18 年 12 月

平成 21 年 12 月　

絵金蔵運営委員会の歩み

　絵金蔵は開館当初より多くのボランティアをはじめ、 地域

の方々、 絵金に心を寄せて下さる全国の皆さまに支えら

れ、 オープン以来５年間で約５万５千人もの方にご来館い

ただきました。 当蔵の運営は地域のまちづくり活動に関わ

るメンバーを中心に平成１６年に発足した絵金蔵運営委員

会が行って参りましたが、 本年度、 香南市より３度目となる

指定を受け、 さらに３年間絵金蔵の運営に当たらせていた

だくこととなりました。

　まちの旦那衆が競うように注文した絵金の芝居絵屏風は

幕末の動乱期を経て約１５０年間、 このまちで祭礼文化とと

もに守られています。 絵金蔵運営委員会はこれからもこの

独自の文化を未来に繋ぐため、 施設管理はもとより絵金の

学術的な調査研究、 またより良い作品保護と活用の仕組

みづくりなどを地域の皆さまとともに考え、 地域づくりに生

かす試みを続けて参りたいと存じます。

　今後ともどうかご指導、 ご支援下さいますよう、 何卒よろ

しくお願い申し上げます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成２２年２月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　絵金蔵運営委員会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会長　浜田義隆

決定しました。　絵金蔵指定管理者に決定しました。

ちかまつはんじ

なみきせんちく よしだ　き がん

おうみげんじせんじんやかた

とくがわせんひめ ときひめ

かまさん

平成２２年度

　　　　　　　　　　　　　　　　　　<　概　要　>　　　　　　　　　

　『鎌倉三代記』は安政10年（1781）3月、大坂夏の陣を題材とする人形浄瑠璃として

江戸・肥前座で初演されました。作者は不明ですが、本作のもととなったと思われる、

『近江源氏太平頭鍪飾』の写本『太平金兜錺』に「作者近松半二、竹本三郎兵衛」とあ

り、これを双木千竹・吉田鬼眼が増補したのが本作と考えられています。

　大坂夏の陣をテーマとする作品は、明和6年（1769）初演の『近江源氏先陣館』には

じまります。この作品は7歳で豊臣秀頼に嫁し、炎上する大阪城からただ一人落ち延び

た悲劇の女性徳川千姫を時姫として登場させますが、翌年その続編として作られた『近

江源氏太平頭鍪飾』は上演禁止となります。以後12年を経て改題され、徳川幕府をはば

かって時代を鎌倉時代に転じた本作で、夫に従い、父に背く時姫像が定着しました。時

姫役は将軍家の息女としての気品と、親と夫との間で激しく苦悩する演技が要求され、

三姫の一つに数えられる大役です。ここでは徳川千姫を時姫に転じたほか、徳川家康が

北条時政に、豊臣秀頼が源頼家に、真田幸村が佐々木高綱に、木村重成が三浦之助義村

として描かれています。通称「鎌三」と呼ばれるこの七段目「三浦別れの段（絹川村）」

は今も歌舞伎や人形浄瑠璃で人気の演目です。

　物語は北条時政と源頼家との合戦が舞台、頼家方の武将三浦之助義村は母の病の知ら

せを聞いて戦場から絹川村の閑居に駆けつけます。絹川村では三浦之助の老母に許嫁で

ある敵方時政の娘、時姫が嫁として仕えていますが、戦場から戻ってきた三浦之助は敵

の娘とは添えないと言い、自害しようとする時姫に時政を討てと命じます。愛する夫の

言葉に苦悩の末父を討つ決意をした時姫は、この閑居に忍んでいた頼家方の軍師、佐々

木高綱から計略の次第を聞かされ、夫と別れて父を討つべく戦場に向かうのでした。　

　絵金が描くこの物語は、中央に三浦之助と時姫をゆるぎない三角形の構図で大きく描

いています。瀕死の三浦之助の青白い顔と、時姫の撫子を配した鮮やかな赤い着物がコ

ントラストをなし、画面全体に若い二人の悲しみが満ち溢れているようです。戦乱のさ

なか、自らの生死を超えて義理と人情を尽くした登場人物たちの姿は、幕末の民衆たち

の眼にどのように映ったのでしょうか。その姿に理想を胸に抱きながら次々と散ってい

った若き志士たちの姿を重ね合わせていたのかもしれません。

かまくらさんだいき

たけもとさぶろうべえ

みなもとのよりいえ

いいなずけ

みうらのすけよしむらきむらしげなりさなだゆきむら さ さ き た か つ な

とよとみひでより

なでしこ

そむ



絵 金 の 時 代

鎌倉時代、近江の国佐々木家の四兄弟は挙兵した源頼朝について一緒に戦ったが、頼朝没後、二代将軍源

頼家と北条時政が跡目を巡って争った時、時政に仕えていた三男盛綱と、浪人をしていたが請われて軍師

となった四男高綱は、石山の合戦（仮想大坂冬の陣）で、それぞれ鎌倉方の北条側（仮想徳川）と京都方

の頼家側（仮想豊臣）とに分かれて、別々の主君の下で戦います。盛綱、高綱にはそれぞれ小三郎と小四

郎という息子がいて、子供たちにとっては初陣の合戦です。

【坂本城外】

佐々木家では、13 年前にある口論があって弟・高綱は家を出てしまい、その後、兄弟は付き合いがありま

せん。従って、お互いの子供の顔も見知らぬままです。兄・盛綱は敵陣の坂本城に単身乗り込んで、高綱

に「兄弟弓を引き合うも武士の習いとは云いながら天の道に背くもので、いずれが討たれても父尊霊の魂

魄 (こんぱく )悲しみはいかばかり、それを思えば何と刃 (やいば )が合わされよう」と云い、まず盛綱

から降参の手引きを申し入れますが、高綱が怒って盛綱をなぐりつけます。そして、お互いの一子である

小三郎と小四郎は同年齢の 13 歳であることが分かり、明日が彼らの初陣になっているのです。

【盛綱陣屋・和田兵衛上使】今回上演

盛綱高綱兄弟の母親・微妙（みみょう /中村芝翫・成駒屋）が盛綱（中村吉衛門・播磨屋）の陣営 (四つ

目紋 )に居ます。

敵方（頼家）に回っている高綱は知将として北条勢に怖れられている軍師で、老獪な北条時政が何とか味

方に引き入れたいと思っている。そんな時、高綱の一子小四郎が盛綱陣営に捕らえられたところから話し

は始まる。

小三郎が初陣でいきなり捕まえたのは、高綱の子・小四郎です。それを見守る祖母・微妙の心は、決して

晴れやかではありません。時政は小四郎を人質にして、高綱をこちらの陣地に引っ張り込もうともくろん

でいるのです。そこへ京都方の和田兵衛秀盛がやって来ます。「私が代りに人質になる、小四郎を帰されよ!」

それを、にべもなく拒否する盛綱です。小四郎が生きていると高綱（弟）が心置きなく戦えないので、切

腹をさせろと盛綱側は迫りますが、時政からは殺さないよう命じられています。そこで盛綱は母微妙に、

小四郎に切腹の時に使う一寸五分の短剣を見せ、自害するよう暗示します。しかし、小四郎は忍んで来た

祖母に命を懇願して逃げ惑います。

【盛綱陣屋・小四郎恩愛、盛綱首実検】今回上演

そうこうしているうち、小四郎の父高綱が合戦で戦死したとの情報が入り盛綱は唖然とする。そして、大

将時政ら一行が高綱の首を持ってやって来る。(着ている鎧には龍の鱗を意味するミツウロコの家紋が付

いている )。

時政の「影武者が多い」という、高綱の首実検（本物の首か確かめる）を盛綱がすることになる。その首

を見た小四郎は、偽物であることに気づきながらも、敵の大将を騙す為に、「ととさま！武士の親子の手本

を見せる！」といって切腹してしまう。それを見た盛綱も、偽物と知りながらも小四郎を犬死にさせまいと、

その首は本物であると、主君時政に嘘を云う。すっかり騙された時政は褒美に鎧櫃をおいて引き上げて行く。

忍んでいた母の篝火、祖母の微妙、盛綱の妻早瀬 (坂東玉三郎 /大和屋 )の女どもは涙に暮れます。

小四郎を助けんと潜んで隠れていた和田兵衛が現われ、手にした短筒で盛綱を狙ったその時、向きを変え

た和田兵衛は時政の置いて行った鎧櫃を打ち抜きます。すると、その中には時政の家来藤太がひそんでいた。

時政は盛綱を信用せず、スパイを残していったのです。

そして盛綱は、主君を裏切った詫びに切腹しょうとするが、和田兵衛は「今切腹したのでは、小四郎の死

は無駄死にとなる。切腹するのは高綱が改めて挙兵した時でも遅くない」と盛綱を説得する。盛綱は小四

郎の追善のために切腹を思いとどまり、和田兵衛との戦場での再会を約束するのでした。

《近江源氏・佐々木一門》

源氏とは、天皇と「源を同じくする」という意味。一般的に武士で「源氏」という場合、河内国に根拠地

を置いた清和源氏の一流、河内源氏系統をさします。また、「平家」と称される伊勢平氏（伊勢、今の三重

県に移り住んだのが特徴、そのほかの平氏は多くは関東で土着した）と併称される場合には源家（げんけ）

という呼称も古くは用いられていた。

世の中には清和源氏以外の源氏が存在する。それが佐々木氏の先祖、宇多源氏です。近江を中心に広がっ

たので、近江源氏と呼ばれる。家紋は四つ目紋。

保元元年（1156）に崇徳上皇と後白河天皇が争った保元の乱で、佐々木秀義（母は源為義の娘）は天皇方

の源義朝（よしとも /河内源氏の嫡流）に属し勝利するが、平治元年（1159）の平治の乱でも義朝に属し

たが、敗北により伯母の夫である藤原秀衡を頼って奥州へと落ち延びる途中、相模国の渋谷重国に引き止

められ、その庇護を受ける。

治承 4年（1180）に源頼朝が伊豆で平家打倒の兵を挙げると、佐々木秀義の子である長男定綱、次男経高、

三男盛綱、四男高綱はそれに参じて活躍し、鎌倉幕府の成立後に兄弟は近江を始め 17 ヶ国の守護へと補せ

られる。また、頼朝の奥州合戦に従軍した佐々木一門の者は奥州に土着し、広がっていったとされる。

建久 10 年（1199）頼朝が没すると、側近であった盛綱は出家して西念と号したが、二代将軍頼家（第 45

話修禅寺物語参照）によって所職（しょしき）を没収され、上野国磯部郷に隠退した。しかし建仁元年（1201）、

越後国城氏の乱で盛綱が鎮圧にあたり復権する。

家康は大坂方の諸将の中で最も活躍した幸村に脅威を覚え、大坂冬の陣の後には幸村の兄信幸（信之）に

命じて信濃一国 40 万石で彼を調略しようとしたが、この破格の条件に興味を微塵も見せず豊臣家への忠誠

を最期まで貫き通した。

《佐々木高綱》

「盛綱陣屋の段」には高綱は全く登場しないが、常に高綱の存在を背後に感じていなければならない。

宇治川の戦い (義経の初陣 )、での佐々木高綱と梶原景季による先陣争い・・・この時両者は戦いの前に

頼朝から名馬を授かっていたと云われている。高綱は「生喰」（いきづき）、景季は「麿墨」（するすみ）を

それぞれ従え宇治川の先陣争いをした。結果は、高綱が勝った。後の屋島の戦いでも戦功をあげ、後世は

長門守護職を就任後出家し高野山にその身を任した。

新歌舞伎、岡本綺堂作の「佐々木高綱」では無理矢理出家してしまった高綱が、出家せず武士としての信

義を守らぬ主君・頼朝をはじめ、自己の保身に固執する武家社会に愛想を尽かした主人公として演じられ

ている。

「盛綱首実験の段」

　折からさっと山風の遥かに陣鐘攻め太鼓「事こそあれ」と早速の早瀬、長刀かい込み走り出で、木戸押開けば駆け入る篝火「待った／＼高

綱のおかもぢ、こりゃどこへ」「知れた事、我子の小四郎取返す」「ならぬ／＼相嫁の初見参、長刀に乗りたいか」「イヤ推参な」ときしみあ

ふ真中に三郎兵衛、小四郎小脇にひんだかへ「石山の御陣所に事ありと覚ゆるぞ、ヤア／＼小三郎は何処に有る」「ハア則ち只今御加勢」と、

用意の小具足兜の緒締むる間遅しと駆け出す。引違へて知らせの軍兵馳参じ「時政公の計略の如く佐々木四郎左衛門高綱、我子を取られし憤

り今宵自身に馬を出し手勢漸々二千余騎、鎌倉の総大将時政公に直見参仕らんと死にもの狂ひのその有様、鬼神の如く見え候、しかし味方は

兼ねての用意、大将の陣は数万の警固、盛綱公には気づかひなく擒の伜を守護あるべしとの御事也、なほ追々に御注進」と申し捨てゝぞ翔り

行く。三郎兵衛大息つぎ「ハヽア南無三宝しなしたり、さしも抜からぬ弟高綱の子故の闇に心くらみ、謀に陥たるな、摩利支天なればとて、

数万騎の其中へ一騎がけの死軍、討死せんこと眼前たり。この上は親の御慈悲、仏間で御回向なされかし」「盛綱」「母人エヽ力なき武運の末、

残念さよ」とばかりにて、眼を閉ぢて奥に入る。篝火なほも気はそゞろ、我子も気遣ひ夫もいかゞ千々に砕くる軍の破れ『えい／＼おう』と

勝鬨は敵か味方か二人の妻、胸の陣鐘足も空、二度の注進勇みの大音「御悦び候へ。軍は十分味方の勝利。大軍に取囲まれ、集り勢の高綱方

途を失うて逃走るを、或は掻首、或は射取り、残る兵さんざんに追ひまくり、諸葛孔明と呼ばれたる四郎左衛門高綱を榛谷（はんがえ）十郎

が討留めて候」と聞くより妻は「ハアはっ」と心散乱燃へ立つ篝火「夫の首は渡さじ」と行くを「やらじ」と止むる早瀬「大将軍時政公、御

成りぞ」と呼ばるゝ声「ハアはっ」と早瀬は大将の御座の設けと走り入る。竜の雲に沖るがごとく、一陽の春を待つ平時政、近習の武士古郡

新左衛門、佐々木小三郎盛清御供に扈従（こじゅう）して、御召替への鎧櫃御座の次に飾らせて寛然と入給へば、三郎兵衛、母微妙、敬ひ請

じ奉る。竹の下の孫八、あはたゞしく罷り出で「最前、和田兵衛秀盛、御陣所へ参りし所、日頃好める酒をしいて酔ひ臥させ、居間の四方に

金網をかけたれば、籠の鳥同然と思ひの外の痴れ者、隠し火矢を以て屋根を打抜き、御座の間の白旗を奪ひ取り立退いて候」と言上すれば時

政公「ハヽヽヽ敵の軍中へ鎧も着せず只一人、踏込む程の不敵者、汝等が手に合ふべきか、第一の大敵佐々木四郎左衛門を討取れば腹心の害

は払うたり、さりながらこの佐々木、古の将門に習ひ一人ならず二人三人の影武者有っていづれをこれと見わけがたし、誠の佐々木か贋首か、

弟が首よも見損ずまじ兄盛綱実験せよ」と仰せの下に新左衛門、首桶御前に直し置く。三郎兵衛承り大将に一礼し、無慙の弟が死首に是非も

なき対面やと呑込む涙、後ろより父の死顔拝まんと窺ふ小四郎、盛綱が引明る首桶の二目とも見もわかず「父様さぞ口惜しかろ、わしも後か

ら追付く」と氷の刃雪の肌、腹にぐっと突立つる。「ヤレ母人お留めなされ、何故の切腹、仔細をいへ様子はいかに」と人々あはて介抱に、

小四郎きっと目を見開き「何故死ぬとは伯父様とも覚えませぬ、卑怯未練も父様に逢たさ、父を先立てて何まだ／＼と生き恥をさらさん、親

子一所に討死して、武士の自害の手本を見せる」と、きりゝ／＼と引廻すその手に縋り母微妙「ナウその立派な心を知らず、呵った婆が面目

ない、こらへてたも」と右左、目をしばたゝく三郎兵衛「猶予は如何に、早実験、何と／＼」と御上意に疵口拭ひ耳際までとっくと改め故実

を守り、謹んで両手に捧げ「矢疵に面体損じたれども、弟佐々木高綱が首、相違御座なく候」と御前に直し押し下れば「ホヽウ骨肉の兄が実

験と云ひ、首に向かって小四郎が恩愛の涙切腹の有様、誠の首の証拠明白、思へば昨日はこの首に後を見せし時政が今手の下に誅罰する我武

運の強さ、ウフ、アハ、／＼／＼、ウハヽヽヽ心地よや嬉しやなハヽヽヽ、今といふ今時政が初めて枕を安く寝るは盛綱が働き我着替の鎧一

領当座の褒美に残し置く。小三郎そのほかには陣中にて勝軍の恩賞せん、皆万歳を唱へよ」と悦喜の粧ひ傍を払ひ、本陣、ワハヽヽ、さして

帰陣有盛綱辺りをとっくと見廻し「佐々木高綱が妻篝火、計略の贋首仕畢せたれば小四郎に最期の暇乞、許すこれへ」と一言を聞く間遅しと

転び出で我子にひしと抱き付き、わっと泣くよりほかぞなき、涙ながら母微妙「贋首と知って大将へ渡したそなたは京方へ味方するサ心底か」

「イヽヤいっかな心は変ぜねど、高綱夫婦がこれ程まで仕込んだ計略。父が為に命を捨つる幼少の小四郎が、あんまり神妙健気さに不忠と知っ

て大将を欺きしは弟への志。彼が心を察するに、高綱生きてある中は鎌倉方に油断せず、一旦討死せしと偽って山奥にも姿を隠し不意を討た

んず謀。しかれども底深き北條殿、一応の身替りは中々喰はぬ大将、そこを計って一子小四郎を、うま／＼とこの方へ生捕らせしが術の根組、

最前の首実験、贋首を見て父上よ誠しやかの愁嘆の有様に、大地も見抜く時政の眼力をくらませしは教へも教へたり、覚えも覚えし親子が才智、

みす／＼贋首とは思へども、かほど思ひ込んだ小四郎に何と犬死がさせらう。主人を欺く不調法、申し訳は腹一つと極めた覚悟も、負うた子

に教へられ浅瀬を渡るこの佐々木、甥が忠義にくらべては、伯父がこの腹百千切っても掛け合ひがたき最期の大功。そちが命は京鎌倉の運定め、

出かいたな出かした」と手負の顔を打守り／＼悲嘆の涙にくれければ、篝火いとゞかきくれて「子を誉められる親の身の、悦ぶは常なれど、

生きて高名手柄して、今の仰せに預らば何ぼう嬉しかるべきに、年相応より利発な子が生まれ付いたこの子が因果、天晴れ弓矢打物まで誰に

おとらぬ物覚え、腹切る事までこれほどに器用になくば何事ぞ、今伯父様のおっしゃった事聞き取りゃったか、そなたの命捨てたので高綱殿

の忠義が立つと褒美のお詞、それを未来の引導に迷はずと仏になってたも」といひ聞かすれば嬉しげに「そんならわしが死ぬるので、父様の

軍が勝になるか、エヽ忝い、婆様はどこにぞ、わしゃ縛られても卑怯者ぢゃないぞえ、それで死んでも本望ぢゃ、伯父様伯母様婆様にも母様

にも逢うて死ぬるは嬉しいが、たった一つ悲しいは父様に／＼」と後は得云はず舌こはゞり、次第々々に弱り果て、惜しや実生（みばへ )の

無常の風に散り行く「コレなう小四郎、孫やい、今はの際に父様を尋ねて死んだ子の心、思ひやって只一目なぜ顔見せに来てくれぬ。千騎万

騎の大将にも成るべきものを栴檀の二葉で枯らせし胴慾は神も仏もなき世か」と歎く微妙の声限り、涙の早瀬、篝火も消ゆるばかりの思ひなり、

三郎兵衛泣く目を払ひ「ハア歎きに紛れおくれたり。実験を仕損じたる鎌倉への申訳、母人さらば」と差添に手をかくれば「ヤア／＼盛綱、

和田兵衛秀盛これに有り。敵を見かけて自害とは臆したるか」と声かけられ「シヤ幸ひのよき敵、帰らばそのまゝ帰さんに、運尽きたる秀盛、

逃しはせじ」と突立てば「ヲヽ和田兵衛が習ひ得し南蛮流の懐鉄砲、受けて見よ」とどうと打つ、ねらひはそれて鎧櫃、内に忍びし榛谷十郎

太腹射抜かれのた打ったり「見よや盛綱、底の底まで疑ひ深き北條の隠し目付、汝が手にかけざれば不忠にあらず、サ彼めが不運、今又御辺

自害せば鎌倉への義は立つべきが、佐々木が首は贋物なりと忽ち露顕し、これまでも砕きし心は水の泡。時を待って佐々木高綱、誠はこゝに

と切って出ずるその時に潔く切腹せば、忠も立ち義も全し、腹の切り様早い／＼」「ハヽア実に誤ったり我命、暫く生きるは弟へこれも情の

一つには、甥への寸志追善供養、野送り万事も一家の内証、諸事何事もこの座切り」「表は京方鎌倉方、右大将実朝の御座の白旗奪ひ取りし

は軍の吉左右重ねて再会、留めて見ぬか」と出でゝ行く。「ヤア盛綱が陣中にて味方の武士を討ったる曲者」返へせ戻せは弓矢の儀式、ちな

みは兄嫁小姑孫よ甥子の亡骸に憂き事三井の晩の鐘、消え行く子より親心我からさきの夜の雨、父には一目粟津の風、木の葉の紅葉かきよせ

て夕べを照らす勢田の橋、門火は狼煙敵味方さらばとばかり別れ行く。
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近江源氏先陣館（おうみげんじせんじんやかた） [ 日本大百科全書（小学館） ] .

浄瑠璃義太夫節（じょうるりぎだゆうぶし）。時代物。9段。近松半二、八民平七、

松田才二、三好松洛（しょうらく）、竹田新松、近松東南、竹本三郎兵衛合作。1769

年（明和 6）12 月大坂・竹本座初演。翌年歌舞伎（かぶき）に移入された。大坂冬

の陣を鎌倉時代の近江（おうみ）源氏の戦いに置き換えて脚色。作中の北条時政（と

きまさ）が徳川家康、源頼家（よりいえ）が豊臣秀頼（とよとみひでより）、佐々木

盛綱（もりつな）・高綱（たかつな）が真田信幸（のぶゆき）・幸村（ゆきむら）を

暗示する。八冊目の「盛綱陣屋（じんや）」が有名で、再三上演されている。頼家方

の軍師佐々木高綱は、北条時政に自分を死んだと思わせる計略から、わざと一子小

四郎を北条方に生け捕らせる。時政の将盛綱は、弟高綱の武士道をたたせるため母

の微妙（みみょう）に小四郎殺害を頼むが、おりから高綱戦死の報が入る。時政の

命で弟の首を実検した盛綱は、すぐ偽首（にせくび）と知るが、計略通り父のあと

を追うとみせて切腹した小四郎のけなげさに感じ、高綱の首に相違ないと言上する。

「首実検」は時代物に数多い類型的な局面だが、盛綱のそれはもっとも格調のあるも

ので、複雑な心理表現が眼目。「三婆（さんばば）」の一つで老女の難役微妙をはじめ、

頼家方の豪傑和田兵衛（びょうえ）、小四郎を追って忍んでくる母篝火（かがりび）

など、他の役にも見せ場が多い。 

鎌倉時代、近江の国佐々木家の四兄弟は挙兵した源頼朝について一緒に戦ったが、頼朝没後、二代将軍源

頼家と北条時政が跡目を巡って争った時、時政に仕えていた三男盛綱と、浪人をしていたが請われて軍師

となった四男高綱は、石山の合戦（仮想大坂冬の陣）で、それぞれ鎌倉方の北条側（仮想徳川）と京都方

の頼家側（仮想豊臣）とに分かれて、別々の主君の下で戦います。盛綱、高綱にはそれぞれ小三郎と小四

郎という息子がいて、子供たちにとっては初陣の合戦です。

【坂本城外】

佐々木家では、13 年前にある口論があって弟・高綱は家を出てしまい、その後、兄弟は付き合いがありま

せん。従って、お互いの子供の顔も見知らぬままです。兄・盛綱は敵陣の坂本城に単身乗り込んで、高綱

に「兄弟弓を引き合うも武士の習いとは云いながら天の道に背くもので、いずれが討たれても父尊霊の魂

魄 (こんぱく )悲しみはいかばかり、それを思えば何と刃 (やいば )が合わされよう」と云い、まず盛綱

から降参の手引きを申し入れますが、高綱が怒って盛綱をなぐりつけます。そして、お互いの一子である

小三郎と小四郎は同年齢の 13 歳であることが分かり、明日が彼らの初陣になっているのです。

【盛綱陣屋・和田兵衛上使】今回上演

盛綱高綱兄弟の母親・微妙（みみょう /中村芝翫・成駒屋）が盛綱（中村吉衛門・播磨屋）の陣営 (四つ

目紋 )に居ます。

敵方（頼家）に回っている高綱は知将として北条勢に怖れられている軍師で、老獪な北条時政が何とか味

方に引き入れたいと思っている。そんな時、高綱の一子小四郎が盛綱陣営に捕らえられたところから話し

は始まる。

小三郎が初陣でいきなり捕まえたのは、高綱の子・小四郎です。それを見守る祖母・微妙の心は、決して

晴れやかではありません。時政は小四郎を人質にして、高綱をこちらの陣地に引っ張り込もうともくろん

でいるのです。そこへ京都方の和田兵衛秀盛がやって来ます。「私が代りに人質になる、小四郎を帰されよ!」

それを、にべもなく拒否する盛綱です。小四郎が生きていると高綱（弟）が心置きなく戦えないので、切

腹をさせろと盛綱側は迫りますが、時政からは殺さないよう命じられています。そこで盛綱は母微妙に、

小四郎に切腹の時に使う一寸五分の短剣を見せ、自害するよう暗示します。しかし、小四郎は忍んで来た

祖母に命を懇願して逃げ惑います。

【盛綱陣屋・小四郎恩愛、盛綱首実検】今回上演

そうこうしているうち、小四郎の父高綱が合戦で戦死したとの情報が入り盛綱は唖然とする。そして、大

将時政ら一行が高綱の首を持ってやって来る。(着ている鎧には龍の鱗を意味するミツウロコの家紋が付

いている )。

時政の「影武者が多い」という、高綱の首実検（本物の首か確かめる）を盛綱がすることになる。その首

を見た小四郎は、偽物であることに気づきながらも、敵の大将を騙す為に、「ととさま！武士の親子の手本

を見せる！」といって切腹してしまう。それを見た盛綱も、偽物と知りながらも小四郎を犬死にさせまいと、

その首は本物であると、主君時政に嘘を云う。すっかり騙された時政は褒美に鎧櫃をおいて引き上げて行く。

忍んでいた母の篝火、祖母の微妙、盛綱の妻早瀬 (坂東玉三郎 /大和屋 )の女どもは涙に暮れます。

小四郎を助けんと潜んで隠れていた和田兵衛が現われ、手にした短筒で盛綱を狙ったその時、向きを変え

た和田兵衛は時政の置いて行った鎧櫃を打ち抜きます。すると、その中には時政の家来藤太がひそんでいた。

時政は盛綱を信用せず、スパイを残していったのです。

そして盛綱は、主君を裏切った詫びに切腹しょうとするが、和田兵衛は「今切腹したのでは、小四郎の死

は無駄死にとなる。切腹するのは高綱が改めて挙兵した時でも遅くない」と盛綱を説得する。盛綱は小四

郎の追善のために切腹を思いとどまり、和田兵衛との戦場での再会を約束するのでした。

《近江源氏・佐々木一門》

源氏とは、天皇と「源を同じくする」という意味。一般的に武士で「源氏」という場合、河内国に根拠地

を置いた清和源氏の一流、河内源氏系統をさします。また、「平家」と称される伊勢平氏（伊勢、今の三重

県に移り住んだのが特徴、そのほかの平氏は多くは関東で土着した）と併称される場合には源家（げんけ）

という呼称も古くは用いられていた。

世の中には清和源氏以外の源氏が存在する。それが佐々木氏の先祖、宇多源氏です。近江を中心に広がっ

たので、近江源氏と呼ばれる。家紋は四つ目紋。

保元元年（1156）に崇徳上皇と後白河天皇が争った保元の乱で、佐々木秀義（母は源為義の娘）は天皇方

の源義朝（よしとも /河内源氏の嫡流）に属し勝利するが、平治元年（1159）の平治の乱でも義朝に属し

たが、敗北により伯母の夫である藤原秀衡を頼って奥州へと落ち延びる途中、相模国の渋谷重国に引き止

められ、その庇護を受ける。

治承 4年（1180）に源頼朝が伊豆で平家打倒の兵を挙げると、佐々木秀義の子である長男定綱、次男経高、

三男盛綱、四男高綱はそれに参じて活躍し、鎌倉幕府の成立後に兄弟は近江を始め 17 ヶ国の守護へと補せ

られる。また、頼朝の奥州合戦に従軍した佐々木一門の者は奥州に土着し、広がっていったとされる。

建久 10 年（1199）頼朝が没すると、側近であった盛綱は出家して西念と号したが、二代将軍頼家（第 45

話修禅寺物語参照）によって所職（しょしき）を没収され、上野国磯部郷に隠退した。しかし建仁元年（1201）、

越後国城氏の乱（第 45 話無駄話④勇婦「板額御前」）で盛綱が鎮圧にあたり復権する。

《大坂冬の陣》

徳川家康の挑発に乗り挙兵した豊臣方は、秀頼とその母・淀殿をリーダーとし、所領を失った大名や浪人

を集め大坂城に立てこもる、その数およそ 10 万人。一方、家康は息子で二代将軍の秀忠と共に 10 月 1 日

に出陣。諸大名の軍勢とあわせて約 20 万の軍勢で、大坂城包囲を開始する。

緒戦は徳川方が、豊臣方の砦を攻略するなど勝利して大坂城に撤退させるが、対する豊臣側も、関ヶ原の

戦いのときに上田城で徳川秀忠を釘付けにした真田昌幸の子、真田幸村（信繁）や後藤又兵衛らの奮戦によっ

て大坂城で激しく抵抗し、思いのほか強さを発揮する。もっとも、幸村らは「大坂城に頼らず、様々な場

所へ打って出て、敵を混乱させましょう」と様々な作戦を提案するのだが、淀殿や豊臣家を仕切っていた

大野治長（はるなが）、治房（はるふさ）兄弟らは「その必要は無い」と取り上げなかった。それどころか、

大坂城内からは「幸村は、兄の信之（信幸）が家康の重臣なのだから、敵のスパイかもしれない」と云わ

れる始末でした。

家康は大坂方の諸将の中で最も活躍した幸村に脅威を覚え、大坂冬の陣の後には幸村の兄信幸（信之）に

命じて信濃一国 40 万石で彼を調略しようとしたが、この破格の条件に興味を微塵も見せず豊臣家への忠誠

を最期まで貫き通した。

《真田父子兄弟、犬伏の別れ》

　

『近
江
源
氏
先
陣
館
』
は
明
和
六
年
（一
七
六
九
）、

大
坂
・
竹
本
座
に
て
人
形
浄
瑠
璃
と
し
て
初
演
さ

れ
、
翌
年
歌
舞
伎
に
移
入
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
と

り
あ
げ
た

『鎌
倉
三
代
記
』
は
こ
の
『近
江
源
氏
』

の
続
編
に
当
た
り
、
同
作
の
筋
を
踏
ま
え
た
言
葉
が

随
所
に
出
て
き
ま
す
。
例
え
ば
初
段
に
は
佐
々
木

盛
綱
の
一
子
小
三
郎
が
父
の
仇
討
ち
に
現
れ
ま
す

が
、
こ
れ
は

『近
江
源
氏
』
の
第
八
段

「盛
綱
陣
屋
」

か
ら
続
く
場
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で
、
弟
高
綱
の
苦
衷
を
察
し
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盛
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が
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綱
の
贋
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を
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、
そ
の
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め
を
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い
自

害
す
る
に
至
った
こ
と
を
受
け
て
い
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で
す
。
二
つ
の

作
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を
知
る
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と
で
、
歴
史
上
の
人
物
と
彼
ら
に
ま

つ
わ
る
俗
説
な
ど
が
よ
り
人
間
味
を
帯
び
た
ド
ラ
マ
と

し
て
壮
大
に
繰
り
広
げ
ら
れ
る
、
時
代
物
の
醍
醐

味
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。　

　

「盛
綱
陣
屋
」
は

『近
江
源
氏
』
の
最
も
有
名
な

場
面
で
、
今
日
も
歌
舞
伎
や
人
形
浄
瑠
璃
で
度
々

上
演
さ
れ
て
い
ま
す
。
県
下
に
伝
わ
る
芝
居
絵
も
こ

の
「盛
綱
陣
屋
」
を
描
い
た
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

こ
の
場
面
で
は
源
頼
家
方
の
軍
師
佐
々
木
高
綱
が
北

条
時
政
に
自
分
が
死
ん
だ
と
思
わ
せ
る
計
略
か
ら
わ

ざ
と
一
子
小
四
郎
を
北
条
方
に
生
け
捕
ら
せ
、
時

政
の
臣
・
盛
綱
は
弟
高
綱
の
面
目
を
立
た
せ
る
た
め

母
の
微
妙
に
小
四
郎
殺
害
を
頼
み
、
そ
こ
に
高
綱
戦

死
の
報
が
入
り
ま
す
。

時
政
の
命
で
弟
の
首
を
実
検
し
た
盛
綱
は
、

す
ぐ
贋
首
と
知
り
ま
す
が
、
計
略
通
り
父

の
後
を
追
う
と
見
せ
て
切
腹
し
た
小
四
郎
の

け
な
げ
さ
に
感
じ
、
高
綱
の
首
に
相
違
な
い

と
言
上
す
る
、
幼
い
子
の
父
へ
の
愛
と
忠
義

を
中
心
に
し
た
場
面
で
す
。

　

こ
の
物
語
は
土
佐
独
特
の
横
幟
の
形
で
赤

岡
町
に
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
横
幟
は
長
い

も
の
で
幅
七
メ
ー
ト
ル
近
く
あ
り
、
周
囲

に
乳
（棒
や
紐
を
通
す
た
め
の
環
状
の
突
起
）

が
一
定
の
幅
で
取
り
付
け
ら
れ
た
、
文
字

通
り
横
に
長
い
幟
の
形
を
し
て
い
ま
す
。
素

材
が
紙
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
お
そ
ら
く
室

内
に
お
い
て
節
句
や
祝
い
事
な
ど
人
が
集
ま

る
折
り
に
部
屋
に
め
ぐ
ら
せ
、
飾
った
の
で

し
ょ
う
。
中
央
に
は
絵
金
が
詠
ん
だ
と
伝

え
る
俳
句

「菖
蒲
打　

ま
さ
り
お
と
り
も
な

か
り
け
り　

友
竹
」
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

五
月
の
節
句
に
子
供
が
菖
蒲
の
葉
を
編
ん
で

地
面
を
叩
き
合
い
、
切
れ
た
方
を
負
け
と

す
る
菖
蒲
打
ち
。
い
と
こ
同
士
で
争
わ
ね
ば

な
ら
な
か
った
、
作
中
の
佐
々
木
小
三
郎
と

小
四
郎
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
よ
う
に
も
受
け
取

れ
ま
す
。

近江源氏先陣館　盛綱陣屋　　横幟 /紙本着色 /132.8×276.9 ㎝ / 香南市赤岡町原家所蔵

近江源氏先陣館　盛綱陣屋
　　　二曲一隻屏風 /紙本着色 /130.4×115.2 ㎝

　　　　　　　　　　　　　　　高知市 ・浦戸東町町内会

近江源氏先陣館　盛綱陣屋
　　　　　　　二曲一隻屏風 /紙本着色 /134.0×136.2 ㎝

　　　　　　　　　　　　高知市 ・春野町諸木八幡宮中組惣中

時政によって人質にとられた高綱の息子小四郎。忍び込んできた祖母微妙は高綱のために小四

郎を自害させようとするが、助命を懇願して逃げ惑う。

父の面目を守るため切腹を遂げた後の小四郎にすが

り、泣く祖母微妙たち。
上段横幟の場面の続き。高綱の首を実検しようと

盛綱が首桶を引き開けたところで、切腹を遂げる

小四郎。これまで命乞いをしていたのは最期に父

に会うためと言い、贋首と知りながら父を守るた

め犠牲となる。

み
み
ょ
う

に
せ
く
び

　「のぞきからくり」 の源流は、

１． 17 世紀に日本に到来したヨーロッパの 「眼鏡絵」　

　　　と 「覗き眼鏡」 （遠近法で描いた銅版画を凸レン　

　　　ズで覗くもの）

２． 同じく 17 世紀末に竹田からくり人形座の人形を模し

　　たものを覗き眼鏡で覗く 「のぞきからくり」

３． 中世に発生した仏の教えや寺の縁起を絵に表して　

　　　掛物に仕立て、 それを物語風に解説し説教する　　

　　「絵解き」

の三つに分けられます。 １８世紀末にはこれらのものが一

体となり、 社寺の縁日において芝居や伝記、 実録など

を題材に実演されました。 その語り口調は歌祭文の流れ

にあるといわれ、 地方によって様々な節がありました。

　明治に入ってからも改良が加えられ、 ガス灯等の普及

により夜の興行も可能となって、 外題も勧善懲悪的なも

のから 『不如帰』 『金色夜叉』 などの文芸物まで幅広く

上演されるようになり、 全国に広がります。 しかし大正年

間の活動写真の登場により、 昭和１０年頃を境として、

戦後は完全に姿を消してしまいました。

大正年間の製作と見られるのぞきからく

り。昭和51年旧巻町の古寺家より発見、

有志により修復され、 同町在住で往年

の名手と言われた内山ミヨ氏による公演

が行われました。 現在口上師として活

躍する土田年代さんは、 生前の内山さ

んに教えを受けています。

平成２１年３月には解体調査を実施、

同年４月から７月にかけて再度修復が行

われ今日に至っています。 全国に現存

する３台のうち最も保存状態がよく、 華

麗な押絵の中ネタ （覗き穴から見せる

絵） ほか、 一式がそろった大変貴重な

民俗資料です。

平成２２年１～３月、 新潟市巻郷土資料館で初公開された 『八百屋お七』

の中ネタ （覗き穴から見せる絵） の１枚。 放火をしたお七が奉行の前に

引き出される場面です。 中ネタは物語を６、 ７枚の場面に分け、 枠に和紙

を張って下絵を描き、 その上に押絵を施し、 さらに背景を泥絵具で描いて

います。 窓や障子などを切り抜いたり、 着色した薄紙を張って線遠近法を

深め、 立体的に見せる工夫が見られます。

【参考文献】

『巻町郷土資料館資料目録 No.10　のぞきからくりーその構造と機能―』

巻町立郷土資料館　1988 年１月

『巻町史　資料編６ ・ 民俗』 巻町　1992 年 3月

赤岡町横町二区所蔵の芝居絵

屏風 『八百屋お七　吉祥寺』

（部分）。 絵金も背景に線遠近

法をよく用いています。

のぞきからくりの

屋台をしまう箱。　

広げると高さ３ｍを超える

屋台一式がほとんどこの中

に納まります。 この箱を載せた

大八車を引いて村の祭礼を回りました。

姫路で製作されたという 『八百

屋お七』 中ネタの押絵。 火あぶ

りにされるお七の髪には馬の毛を

用い、 火煙になびく髪が生々し

いまでに表現されています。

　江戸後期から戦前まで、全国の町や村の祭

りに現れた庶民の娯楽「のぞきからくり」。

和紙を張った襖状の板に泥絵具を用いて物語

を描き、蝶番で折りたたむ形は絵金の芝居絵

屏風のスタイルによく似ています。今回は、

新潟市巻郷土資料館に唯一残された実演可能

な「のぞきからくり」をご紹介致します。
ち

のぞきからくり 「幽霊の

継子いじめ」 口上保存

会会長をつとめる口上

師 ・ 土田年代さん。　　

からくりの絵を入れ替え

ながら、 竹の拍子棒に

合わせて語られる口上

は、 哀調を帯びた優し

い響き。

し
ょ
う
ぶ
う
ち

Ⅴ　語りと仕掛けⅤ　語りと仕掛け

ちょうつがい

ふすま

　江戸時代から戦前まで、全国の町や村の祭

りで人気を誇った庶民の娯楽「のぞきからく

り」。和紙を張った襖状の板に泥絵具を用い

て物語を描き、蝶番で折りたたむ形は絵金の

芝居絵屏風のスタイルによく似ています。

　今回は、新潟市巻郷土資料館所蔵の「のぞ

きからくり」とその上演の模様をご紹介致します。

　江戸時代から戦前まで、全国の町や村の祭

りで人気を誇った庶民の娯楽「のぞきからく

り」。和紙を張った襖状の板に泥絵具を用い

て物語を描き、蝶番で折りたたむ形は絵金の

芝居絵屏風のスタイルによく似ています。

　今回は、新潟市巻郷土資料館所蔵の「のぞ

きからくり」とその上演の模様をご紹介致します。

え と

メドメ
（のぞき穴）

上段は大人用、
下段は子供用。
のぞけば塀越しに
家の中の継子いじ
めを目撃しているよ
うな気分に。

口上師

もともとは左右二人
で交代しながら口上
を述べていたそうで
す。 「はい！御用と
お急ぎのある方も、
しばしお立ち寄りくだ
さればこれ幸いかと
存じます～。」

看板絵

物語の各場面を
描いた押し絵。
中央の最も大きい
画面がカンノンで
す。 その名の通り
観音開きになって
いて、 物語が終
わると紐を引いて
開き、 剃髪しよう
とする継母の絵が
現れる仕組み。

ガラ箱

泥絵具で鮮や
かな紅葉が描
かれています。

のぞきからくり 「幽霊の継子いじめ」

「のぞきからく り 」 とその歴史



絵金を、読
む。

二曲一隻屏風/紙本著色/182.0×169.0㎝

赤岡町本町一区所蔵

鎌倉三代記 三浦別れ  主要登場人物

　　　　―　あらすじ　―
　

　源頼家と北条時政との戦いの最中、

頼家側の若武者三浦之助の母・長門は

絹川村の閑居で病に伏せっている。そ

こへ死を覚悟した三浦之助が暇乞いに

訪れ、瀕死の状態で門口に倒れ込む。

かねてより三浦之助に想いを寄せ、北

条家を出奔して長門の看病をしていた

時政の娘・時姫の介抱により意識を取

り戻した三浦之助は母に会おうとする

が気丈な長門は拒む。母の言葉に従い

三浦之助は再び戦場に出向こうとする。

時姫はその前に夫婦の固めをしたいと

言い、なおも出陣しようとする三浦之

助に母を看取ってからでも遅くはない

と閑居にとどめる。

　そこへ時政の命を受けた女房二人と

富田六郎が時姫を連れ戻しに現れる。

さらに、時政によって時姫を鎌倉に連

れ帰れば妻に与えると命を受けた百姓

・安達藤三郎が時姫に付きまとう。父

の仕打ちに絶望し、自害しようとする

時姫を三浦之助が止め、自分のために

父・時政を討つよう迫る。父への恩と

夫への愛の狭間で苦しみながらも、時

姫は父を討つ決心をする。

　そこへ安達藤三郎、実は源頼家側の

軍師・佐々木高綱が現れ、三浦之助と

の謀で自分が藤三郎になりすまし、時

政に近づいたことを明かす。三浦之助

は戦場に戻り、時姫は高綱と共に時政

を討つべく戦場に向かう。

北
条
時
政
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頼むといふは是一つ。得心なれば未来は愚、

五百生まで誠の夫婦。いやなれば此座切、　

親に付か、夫に付か、落付道はたった二つ、

サア返答いかに、思案いかに…＊１。

 物語る小道具　～兜 ～

討死覚悟の三浦之助は、兜を二度とか
ぶらぬ心で紐の余りを切り、内には香をた
きしめていました。三浦之助のモデルとな
った木村重成は若江で戦死した際天下一
の名香蘭奢待をたいていたと言います。
時姫も兜の様子から、三浦之助の覚悟を
察したのでした。

誠三浦が女房ならば、夫が頼む一大事、

違背はあらじ。

時姫の自害を止め、夫の敵を討つ気はないかと持ちか

ける瀕死の三浦之助。驚く姫になおも、得心すればあ

の世まで誠の夫婦になろう、親を取るか、夫を取るか

と決意を迫ります。自分を心から愛する姫に、死より

も残酷な決意を迫る、敵への凄まじい執念です。

思いきって討ちませう。

とゝ様赦して下さりませ。

鎌倉三代記　三浦別れ
か ま く ら さ ん だ い き 　 　 　 み う ら わ か

な が と

時
姫

妻

娘
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鎌倉方京都方

とくしん

これ

きむらしげなり

おろか

しょう

こ の ざ き り

お ち つ く

此蚊帳の内は母が城郭、

破らるゝなら破って見よ。
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らんじゃたい

つく

母を気遣い、戦いの最中に帰ってきた

息子を退ける長門。主人に忠義を尽く

し、親ありと思うなと言い聞かせたは

ずと言い気丈に振る舞いますが、障子

の向こうで泣き声を上げています。　

この後、息子の未練を断つため、また

時姫に敵の母である自分を討って父へ

の面目を立たせるために、姫が小手調

べに出した槍で自らを突き、自害し果

てるのでした。

苦渋の決意を迫られ、わっと泣き叫ぶ時

姫。しかしこの後、三浦之助と高綱が冥

途で再会しようとにっこり笑い合うのを

見て、「親を捨命を捨、主に従ふは弓取

の道、夫に従ふは女の操。不孝の罰の当

たらば当たれ。夫故には幾奈落の責苦を

うくとも厭ふまじ。」と決意を固めます。

兼ねて覚えし忍の術。

夜更けに井戸からぬっと現れた富田六

郎。そばの二人は北条家より遣わされ

た女房・讃岐の局と阿波の局。時姫の

迷いとなる長門を殺し、無理にでも連

れ帰ろうと隙をうかがうところ、同じ

く時政に命ぜられた富田六郎が村の外

より屋敷の井戸に抜け穴を掘り、忍の

術で現れたところに出くわしました。

六郎は二人に村外れで首尾を待てと伝

えますが、この後井戸に忍び込んだ安

達藤三郎に槍で殺されてしまいます。
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　　　　―　あらすじ　―

　絹川村の閑居で病に伏せる三浦之助

の老母長門を、許嫁時姫は嫁としてか

いがいしく世話をしている。そこへ鎌

倉の北条時政方の女房讃岐の局・阿波

の局が時姫を訪ねてくる。二人は姫が

お時と呼ばれながら慣れぬ家事を一生

懸命にこなす姿に驚き、父時政公より

の使いとして鎌倉に帰るよう迎えに参

上したと伝えるが、姫は「女は夫の家

を家とせよ」とは常々父の仰せ付けで

あり、母の看病のためにも鎌倉に帰る

気はないと言う。姫の決意の固い様子

を見た二人はそのまま閑居にて姫に仕

え、隙をみて三浦之助の母を亡きもの

にし姫を連れ帰ろうと画策する。そこ

に時政の命を受けた安達藤三が現れ、

姫を取り返せば嫁にする約束という。

二人の女房は庄屋の家に控えているこ

ととし、後を藤三に任せる。

　戦場から駆け付けてきた三浦之助は
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